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^ 茎寒才昆才屯力)ら生柱ま才1る

セーデルグランの詩にみるモダニズム

序

イツ

JaE

Jag Sら且 ett tr盆d som var st6rre 会n aⅡa andra

Och hangde fUⅡt av 0らtkomHga kottar;

Jag S会g en stor kyrka med 6Ppna d6rrar

Och aⅡa som kommo ut voro b]eka och starka

Och f会rd珸a att d6;

Jag S急倉 en kvinna som leende och sminkad

kastade tarning om sin lycIくa

Och S急g att hon f6rlorade.

S会三 ett tr会d

En

den

わたしは一本の樹をみ九一・

わたしは一本の樹をみたその樹はどの樹よりも大きく

手のとどかない雑がいっぱいぶらきがっていた
わたしは大きな教会をみ九扉は開いており

外にでてくるものはみな蒼白だが意思をかため

死出に臨んでいた

私はひとりの女をみた笑みを浮かべ化粧をしたその女は

運を占いさいころを投げた

そしてわたしは女が負けるのをみた

ーつの円がこれらのまわりに描かれていた

誰も踏みこえない円が

冒頭に掲げた詩はセーデルグラン( Edith sodergran,1892-1923)の処女詩集『詩

集』(Di々te7,1916)の最初に収められている.この詩が内包する多様なイメージは,

一見それらの相互の関連が欠落しているがゆえに詩の論理的解釈を拒む.とりわけ最

後の2行が意図するものが何であるのかという問いに頭を悩ます.得体の知れない不

可解な余韻が残るまま,あとの詩を読み進む.しかし最初の詩にかかる需はすっきり

krets

Ingen

Var dragen

6Vertr会der

田辺欧

krin目 dessa ting

( DI'えte?'.25 )
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と晴れることがない.ただ感性が恋意的に反応し,根拠のない共感を誘うのみである

だが,ふと天折したセーデルグランの生涯を顧みれば,この詩が結果的には彼女の

特異な人生行路,すなわちシ"ーペンハウアーから二ーチェ,そしてシュタイナーを

経て最期に幼年時代に抱いた素朴なキリスト教信仰に回掃するという,多様な思想が

混渚とした道程を偶然にも予見していたかのように感じ始める.そしてふたたぴ最初

の詩「わたしは一本の樹をみたー・」に立ち返り,読むというより凝視する.すると

表面的にはまったく混沌としていた複数のイメージに繋がりが見えてくる.貝体的な

分析は次の章で改めて試みるが,不思議にも処女詩集の第・一作目がセーデルグランの

詩全体に通じて流れる詩観を象徴してぃることに気づくのである

セーデルグランの生涯について詳しくは先に拙稿(田辺.1996)で述べたが,本稿

では初期牝発表きれた詩に範囲を絞り,詩人の想像力すなわちヴィジ"ンの豊かさに

まず着目したい.そして中心的テーマと多義的な詩の言語そのものの分析を通して,

セーデルグランの詩が「北欧モダニズムの先駆け」と称せられているところの真義を

問うことを究極の目的としたい.敷衍すれば,モダニズムという概念の再考にもっな

がるだろう.

モダニズムという概念は往々にして抽象概念と同義的な意味で認識きれてぃる.た

とえば,モダニズム文学の読みが困難な理由は抽象的なイメージの相反的複合に依拠

するものと短絡的に片付けられる.とりわけモダニズム詩は,抽象的な言葉の混沌と

した並列的羅列とみなきれがちである.はたして混沌,すなわちカオスのなかに閉じ

込められた言葉はそのなかに抑留されたままなのだろうか.筆者は,言葉の混沌とし

た並列的羅列,つまり複合的なイメージのなかに混沌を破るダイナミックな力が働い

ているのではないかと考える

(なお,本文中の詩はすべてセーデルグランの全詩作集 Di々teア 0ch αメ0π'S勿eア

a990)から引用し,詩集名と頁数を付記した.)
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Π.混沌

先に述べたように,処女詩集の最初を飾った詩「わたしは一本の樹をみた.、」は

前後の脈絡のない,まきに"モダニズム"を絵に描いたような作口と言わねばならな

い.どこかムンクの絵画を枋佛きせる

この詩のなかには 3 回繰り返して"Jag Sら8"<わ九しはみた>という表現力阿金調

されている.そして見た光景が次々と提示される.最初は一本の大きな樹である.何
かき

の樹とは記されていないが,毬がたくきんぶらさがってぃるというのだから,松の類

かもしれない.しかしそれらの毬は手の届かない高きにある.その毬を"わたし"は

下から見上げている.次に教会が登場する.出てくる人たちはみな,顔には血の気が

ないが気持ちはしっかりしており,死ぬ覚悟ができている様子が映し出きれている



最後に"わたし"がみたのは笑みを浮かべ,化粧をし,どことなくコケティッシュな

表情の占い女が賭けに負ける姿である

これら 3 つの光景には相互の関連がないことから,同一の"わたし"がこの光景を

連続して実際に見たのではなく,3つの独立した"わたし"の非連続的な幻想と捉え

るべきであろう.詩の"わたし"とは決して詩人自身と同一ではない.詩作はそもそ

も詩人のなかの一人の他人,もしくは複数の他人の為せる,究極的に非個人的な業で

ある.詩人は詩の"わたし"をもって自己を非個人化し,自己の問題をヴィジ"ンの

なかに照らし出すのである.ここには Tidestr6m a99上 65)が解釈するように 3 つ

の"わたし"の生のかたちが描かれている.最初は何か幼年時代の夢を枋佛きせる

つまり天を仰ぎつつ手の届かないもの,大いなるものを求めようとして抱く,永遠

無限の憧れを携えた生.2つ目は教会すなわち宗教と死を同列上において捉え,死を

宗教によって諦観し受容しようとする生.3つ目は肉欲的な愛,すなわちエロスを

貪ることによって幸福を求める生である

だが,どの生のかたちも個別的には否定的な側面を持つことを免れえない.最初の

生き方は"手のとどかない毬"が象徴するように非現実的な憧れに留まり,2 番目は

"蒼白い"という色が示唆するとおり,生命のエネルギーが払拭きれた受動的な生で

あり,3番目も"化粧をした"という形容詞と占い女が賭けに負ける事象が,うわべ

の愛に溺れる人生の敗北を象徴している.そしてこの 3 つの生力ゞ昆沌とする背後に潜

むものは空虚に他ならない.最初の 8行と最後の 2行の間に空間があるが,まきにこ

の空間こそ詩人のこころの奥底に潜む,生に対する空しさを沈黙のなかに吐露したも

のではないだろうか.最後の 2 行はそれら 3 つの"わたし"の混沌たる生がーつの円

のなかに閉じ込められていることを物語っている.円は Tidestr6m a99上 65)が言

及するように運命を暗示しているのかもしれない.運命に閉じ込められていることは,

言い換えれば,外の領域つまり"わたし"を取り巻く外界との間に境界線が引かれ,

"わたし"の世界を越えられない限界があるととを示唆しているのであろう

「円環」("krets""ring")はセーデルグランの詩全体,とりわけ最初の詩集を

読み解くための重要なキーワードである.円環の示唆するものについては本論の最後

でふたたぴ取り上げるが,まずは詩の"わたし"の生のかたちが処女詩集『詩集』に

船いてどのように扱われているのかを考察することにしたい
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Π1.生の在処をめぐる問題

『詩集』は"わたし"の生をめぐる詩が大半を占める.簡潔に言えば,生きること

に対する実存的な問いかけである."わたし"は生の在処をめぐって天と地のあいだ

を果てしなく枋停する.まず「わたし」と題する詩を起点にしてこの問題を取り上げ

て見たい



Ja8

Ja且且r fr会mmande i detta land,

Som ljager dJupt under det tryckande havet,

Solen blickar in med rjn三lande str急lar

Och ]uften 打yter meⅡan mina hander.

Man sade mig att Ja且会r f6dd i f会ngensIくap

h会r 会r intet ansikte som vore mig bekant.

Var Jag en sten, den man kastat hit P会 bottnen?

Var Jaa en frukt, som var f6r tung f6r sin gren?

H会r ligger Jag Pら Iur vid det susande tr会dets fot,

hur skaⅡ Jag komma upp f6r de hala stammarna?

Daruppe m6tas de raglande kronorna,

d会r vi11 Jag sitta och speJa ut

efter r6ken ur mitt hemlands skorstenar _.

わたし

わたしはこの国を知らない

押きえつける海の底ふかくに眠る国を

陽は光をよじらせて中をのぞき

大気はわたしの手のあいだを漂う

わたしはとらわれの身で生まれたと人は言った

ここにはわたしの知る顔は・ーつとしてない

わたしは石ここ海の底へと投げられた石だったのだろうか

わたしは果実枝にとって重すぎる果実だったのだろうか

そよぐ樹の下ここにわたしはひそみ待つ

どうやって滑りそうな幹をのぼろうか

上方では風牝揺れて樹の冠がふつかりあう

そこにわたしは腰を船ろし眺めやりたい

故郷の煙突からのぽるけむりを求め、
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この詩もまた冒頭の詩と同じく,3 つの異なる光景から成っているが,冒頭の詩と

違う点は,この 3 つの光景が 2 種類のものに大別できるということである

最初の 2 つの光景が提示するものは,動きのとまった"わたし"の静的な状況であ

る.海の底では"わたし"は投げ込まれた"石"に,そして樹の下では"果実"に喩

えられている.1行目が示唆するように,"わたし"は見知らぬ海の底に疎外感と孤

独感を抱き,きらに 2 行目の"押さえつける海の底"という表現から,"わたし"の留

まる場所,すなわち"わたし"の世界が何かに圧迫きれているということが分かる..

"わたし"は石のように重く,固く,無生物のように動かない.半ば死んだように海

の底に沈むのである."海の底へと投げられた"との表現は,あるいは地上ですでに

死んだことを意味しているのかもしれない.8行目の"枝にとって重すぎる果実"

( Di々te?'.29 )



は収穫きれるべき時期に取り入れられず熟れすぎて腐り,地上に落下したか,もしく

は枝が果実の重みに耐え切れず果実とともに落ちてしまったかのいずれかであろう

そこには,触るといまにもどろどろに溶けてしまいそうな腐った柔らかい肉が存在す

る.石と腐った果実には,共に重く,落下するという共通のイメージが内在するが,

海の底に沈む石から連想するのは肉体も生命も有しない単なる物質そのもの,一方,

腐った果実から連想するのは完全に死んでいないのかもしれないが,死に瀕した肉体

である.いずれにせよ,"わたし"は海の底にも樹の根元にも,生の実在を見出せず

に心悶えている様子が窺える.だが突如,その心のなかの煩悶は"わたし"の非現実

的な憧れに転身する.それが,最後の3つ目の場面に映し出きれる幻想的な光景であ

る.樹の下でじっと潜んで,状況が変わるのを待っていた"わたし"の肉体は空気の

ようにふわっと軽くなり,樹木を上りつめ,木々の樹冠が添ってできるところに腰を

おろして,煙突から空に向かって上りゆく煙を求めて眺めようとするのである.ここ

には最初の 2 つの光景と違い,明らかに動きがある.その動きも上昇するものだ.そ

して軽やかだ

この詩には深い断絶が存在している.位置的な断絶というよりも意識の断絶といっ

たほうがいい.なぜならば最初の 9行においては,少なくとも"わたし"の意識は現

実のものであるが,後の4行は"わたし"の意識が現実を離れ,理想を求めて枋裡っ

ているからである.理想を求めること,すなわち憧れである.憧れは,そもそも叶え

られないという自己諒解のもとに生まれる夢想である.『詩集』のなかには,こうし

た亡我の境地を求めて,幻想的な光景を詠んだものがかなりの数を占める.一般には

こうした詩の傾向が,詩人の独りよがりのエクスタシー,自己陶酔の境地にひたった

非現実的なものとして認識きれやすいが,実はその逆なのではないかと思う.エクス
,,''

タシーの裏側ルCは重い現実がある.そしてそこには,現実に捕らわれた"わたし"の

存在がある.そのところを凝視せずしてセーデルグランの詩は解釈できない
,,

「わナとし」kキ6いて,それは"石"であり,落下しナと"果実"としての"わたし

の現実である."果実"は,『詩集』の他の詩のなかにも肉体,ないしはエロスを示唆

する隠、喩としてしばしば用いられている.本章の初めに露寺集』は"わたし"の生を

めぐる詩が大半を占めると記したが,なかでも肉体の匂いがする詩が顕著である.エ

ロスはセーデルグランの詩のなかで非常に多義的に扱われている.少し長くなるが,

『詩集』においてエロスが,まったく違ったか九ちで象徴きれている詩を 2篇取り上

げてみたい

Det fr谷mmar)de tr谷det

Det fr会mmande tradet st会r med granna frukter,

det fr註mmande tr会det st会r med purpurh註ngen
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Pら en solie sluttning och viskar sakta

Kom, kom, du gyl]ene dotter, du h6Stens vandrerska, du

Skoaens lyssnerska,

Jag ska11 Saga die varifr急n lyckan kommer och vart

Iyckan g急r.

Laga dina fingrar P会 min bark och jag skaⅡ h61ja dina

Iemmar med h6Stens harlighet.

Kom, kom, du smekande, du sagolika, du lyckli8a, du r6da,

Ja8 Ska11 Visa dig V会gen som in8en kan finna aⅡena

Kom, kom, du bleka, du blodbe目且rande,

du skaⅡ 8白 1らngt h会rifr会n, dit dar in月en k会nner die,

d会r ska11 du m6ta 6SterlandsIくa 6gon,

de frら尽a aldri今, de vila i vemod

Du ska11 1eva fjarran fr会n ditt hem och vara lyck]i8.
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見知らぬ樹

りっばな実をつけた見知らぬ樹が

むらさき色の実をつけた見知らぬ樹が

陽のあたる坂にあってそっとききゃく

おいでなさいおいでなきい黄金色の娘よ,秋をきまよい

森に耳をかたむけるひとよ

あなたに話してあげましょう幸せはどこからやってきて

どこへ去ってゆくのか

私の木の肌にあなたの指をおのせなきいそうすれば私はあなたの手足を

秋の輝きでつつんであげましょう

おいでなさい粉いでなきいやきしく幻想的で幸せで

赤く燃えるような情熱を秘めたひとよ

あなたにおしえてあげましょう誰もひとりでみつけられない道を

おいでなきいおいでなきい蒼白い顔のひとよ血を求めるひとよ

ここからはるか彼方へおゆきなきい誰ひとりあなたのことを

知らないところへ

そこであなたは東洋の目をした人に出会うでしょう

かれらは轟きますまいただ哀しみにひたっているだけ
あなたは故郷から遠くはなれて暮らし幸せにおなりなきい

この詩はまず最初にテーマとなるべきもののアイデンティティを明らかにして,そ

の存在を強調している.見知らぬ樹はエロスの樹である.エロスを象徴するものは ,

もちろんその樹にふらきがるりっばなかたちをした果実である.色はまきに欲望をそ

そる紫色をしている.エロスの樹は甘い言葉,やきしい態度で,実に巧みにナイーヴ

な若い娘を誘惑する.エロスの世界,性的な欲望が支配する世界が娘に約束するもの

は,まきに少女時代には無関係だったものばかりである.肌のふれあい(訳文8行



目),抱擁( 9 行目),赤く燃える情熱( H行目),異郷の香り a6行目),異国での

暮らし a8行目)などすべて幸せをもたらすものだという.ところがもう 1 篇の詩に

おいては,エロスはまったく異なった意味をもつのである

Violetta skymninear

Violetta skymninear bar jaa i mia ur min urtid,

nakna Jungfrur lekande med 宮alopperande centaurer ,.

Gula solskensdagar med granna bHckar,

endast solstr会lar hy11a V会rdigt en 6msint kvinnokropp

Mannen har icke kommit, har aldria varit, ska11 aldria bli

Mannen 会r en fa]sk spegel den solens dotter vredaad

kastar mot klippva8gen,

mannen 会r en 16gn, den vita barn ej f6rstら,

mannen ar en sk註md frukt den stolta 1註Ppar f6rsm会.

Sk6na systrar, kommen h6gt upp P会 de starkaste klipporna,

a11a kr珸arinnor, hj会ltinnor, ryttarinnor,Vl aro

OskuldS6gon, himmelspannor, rosenlarver,

tunga br会nnin三ar och f6rflU旦na f急glar,

Vi aro de minst vantade och de dJupast r6da,

tigerflackar, SP巨nda str註n8ar, stJ巨rnor utan svindel.

(Di々te大 3の

だが ,

スミレ色の黄昏

スミレ色の黄昏をわたしは太古のときから抱いている

裸の雄灸たちが跳ね回るケンタウ0スたちと戯れていたその昔から
繩くまなざしをうけ黄金色に染まった日々

太陽の光だけが女の柔らかなからだを尊く包む

男は来なかった一度も来なかった決して留まることはないだろう

男は太陽の娘が怒って岩壁になげる偽りの鏡

男は無垢なこどもにはわからない嘘

り高きくちぴるが拒む腐った果実
三メエ

男は

美しき姉妹たちよこの一番堅い岩にのほっておいで

私たちはみな戦士英雄そして騎士

汚れなき瞳天の額バラにつく虫

重く打ち寄せては砕ける波そしてはぐれた鳥

私九ちはもっとも期待を受けない者そして深紅の情熱を抱いた者

虎の斑点張りつめた弦肢暈を感じない星

エロスこの詩は本来の女性像を,最初は神話的にそして幻想的に語っている

ーフー



が性に対する意識の再確認を促す.すると途端に詩は,女性の気高くそして同時に

卑小な存在をきっばりと,確たる調子で語りだすのである.そこには自分の性に意識

が目覚めた女たちがその性を守るため,あたかもジャンヌ・ダルクのように心に一点

の曇りもなく戦いに挑む姿が映し出きれる.ここではエロス,すなわち性的欲望がた

だ単に否定きれているのではなく,エロスの力によって起こりうる女性としてのアイ

デンテ¥ティ喪失の危機を訴えている.6 行目,7 行目,8行目は,男性の性に屈服

する自分の姿をよく凝視すれば,そこには本来あるべきではない自分が投影きれてぃ

ること,そして虚偽とエゴに満ちた男性の性を発見することを語ってぃる

きて,こうして 2 つの詩におけるエロスの捉えられ方を見てきたのであるが,はた

して詩人にとって問題は何なのだろうか.生の根拠であるエロスの存在の是非を問う

ことが問題なのだろうか.つまりエロスを否定して,魂の世界への昇華を求めること

こそ生の理想的根拠だと言いたいのか.それともその逆で,エロスを肯定して肉欲的

な人生こそ幸福に繋がる生だと言いたいのか.答えはそのいずれでもない.詩人の出

した結論は,生の根拠はエロスを肯定することでも否定することでもなく,エロスの

実在を通して「わたしは何者か」と問うことなのである.そして詩人はエロスつまり

肉休によって闇へと葬られ,悶え苦しむ獣の姿を"わたし"の中に認めることなので

ある.それは「エロスに」という詩のなかに力強く表われている.なお,この詩は遺

作集『存在しない国』(ιαπdet s0加 iCえe aア,1925)に収められているが,実際に書

かれたのは創作活動の初期の頃である

Ti11 Eros

Eros, du grymmaste av aⅡa gudar,

Varf6r f6rde du mi尽 ti11 det m6rka landet?

Nar flickebarnen ti11Vaxa

bliva de utest註n8da fr会n uuset

Och kastade i ett m6rkt rum.

SV会Vade icke min sjal som en lyckli旦 StJarna

innan den blev dragen i din r6da ring?

Se, ja8 ar bunden ti11 hander och f6tter,

k会nn, Ja8 ar tvun8en ti11 a11a mina tankar.

Eros, dU 8rymmaste av aⅡa eudar

jag flyr icke, Ja8 Vantar icke,

jag lider endast som ett dJur.(ιαア1det s07π ic々e dア,:167)

エロスあらゆる神のなかでもっとも残酷な者よ

なぜおまえはわたしをこの闇の国へつれてきたのだ
娘たちは大きくなると
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エロスに



光から閉めだきれ

闇のなかに放りこまれる

おまえの赤い輪のなかに連れて行かれるまえ

わたしの魂は幸福な星のように空に浮かんでいたのではないか

みよわたしは手も足も縛られている

ふれよわたしは考えることだけを強いられている

エロスあらゆる神のなかでもっとも残酷な者よ

わたしは逃げないわたしは待ち望まない

わたしはただ獣のように悶え苦しむ

詩人が"わたし"のなかに認める獣の力の正体は何か.それは人間のなかに潜む本

能的な力,すなわち感覚だと考えられる."わたし"はその獣的な力から逃げず,ま

たその力を待ち望むこともない.それをそのまま受容すること,そのなかで悶え苦し

むことに生の在処を見いだしているように思う.なぜならば,生きることすなわち言

葉を紡ぎ出すことはまさに感覚と思考の逢着によって生まれるものであるということ

を詩人は知っているからである

最後に「人生」という詩を考察して本論の締めくくりとしたい

IV.円環の示唆するもの

「人生」という詩を,ある意味において『詩集』のなかにおける詩人の結論とする

ならば,この詩のなカルこ"円"がふたたぴ登場し,冒頭の詩と繋がってくることを,

詩作の必然的な変遷と捉えることはできないだろうか
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Livet

Jaa, min eaen f会n8e, S会8er S会

Iivet ar icke V急ren, kladd i lJUS8r6n sammet,

e11er en smekning, den man S註11an f会r,

Iivet ar icke ett beslut att g会

el]er tV急 Vita armar, som h急Ha en kvar.

Livet 会r den tr含nga ringen som h急Her oss f会naen,

aldrig 6Vertrada,den osynli三a kretsen, VI

Iivet ar den n会ra lyckan som g急r oss f6rbi,

Och tusende ste8 Vi icke f6rm急 Oss att 三6ra.

Livet ar att f6rakta sig sJ会IV

Och li88a or6rHg P急 bottnen av en brunn

Och veta att solen skiner daruppe

Och gy11ene f会glar fly旦a genom luften

Och de pilsnabba dagarna skJuta f6rbi.

Livet 会r att V加ka ett kort farV谷1 0ch g会 hem och

Livet ar att vara en fr会mling f6r sig sJalv

Sova



Och en ny mask f6r varJe annan som kommer.

Livet 五r att handskas V会rdS16St med sin eeen lycIくa

Och a杜 St6ta bort det enda 6aonblicket,

Iivet 会r att tro si三 Vara svaa och icke V会8a.

人生

わたしわたしみずからをとらえしものが言う

人生はうすみどり色のべルベットをまとう春でも

ほとんど受くることなき愛撫でもない

人生は行くと心を決めることでも

誰か巻引きとめる二本の白い競でもない
人生はわたしたちをとらえおく狭い円

決して踏みこえることのない見えない円

人生はわたしたちの目の前を通過する身近な幸福

歩みえない千歩の歩み

人生はみずからを侮ること

そして井戸の底にじっと身を横たえること

そして太陽がその上を輝き

黄金の鳥たちが大空に錘い

日々が矢のごとく過ぎ去るのを知っていること

人生は短き別れを告げ家路について眠ること

人生はみずからに他人であり

訪れしものすべてに新しき仮面であること

人生はみずからの幸福に無頓着にのぞむこと

そしてその一瞬をおしやること

人生はみずからの弱きを信じ奮い立たないこと

(Di元te大 55)

「人生」において"狭い円"や"決して踏みこえることのない見えない円"は,冒

頭牝取り上げた詩「わたしは一本の樹をみた・ー」と同様に"わたし"を外部の世界,

すなわち外界から内部の世界,自己の世界に閉じ込める囲いとしての境界線およぴ限

界線を示唆している.人生は"みずからを侮ること","みずからに他人であり訪れし

ものすべてに新しき仮面であること","みずからの幸福に無頓着にのぞむこと","み

ずからの弱きを信じ奮い立たないこと"だと言う."わたし"は今や完全に自分の世

界に閉じこもり,外界との接触を断ち,自分の内面と対時する."わたし"の外界に

対して抱く憧憬はすっかり影を潜めて,もはや外界を振り返る意思もない.なぜなら

"わたし"は,8行目の"人生はわたしたちの目の前を通過する身近な幸福"が示唆

するように,俗世における人生の逆説的な仰1面を知ってしまったからである."井戸

の底にじっと身を横たえること","家路について眠ること","奮い立九ないこと"な

どの表現から,"わたし"がみずからの意思によって能動的かっ主体的な生を一切
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拒否していることが窺える."わたし"が下した人生の選択とは,自己批判と自己否

定を通して,自己の存在を零地点にまで引き降ろすことである.これはいったい何を

意味するのだろうか.自己の世界は外界と領域を違える境界線,すなわち円環によっ

て囲われている.つまり,円の内部が自己の内部世界というわけである.ところが ,

自己そのものを否定していくことによって,円は次第に小きくなり,自己の存在が

零地点に到達するときに円自体も消滅してしまう.すなわち円環の示唆するものは

自己と自己を取リ囲む外界との境界線,限界線であると同時に,両領域の囲いを取り

除く脱境界線なのである

ここでセーデルグランにおける生のかたちを振り返るとき,彼女自身が現実に背負

わねぱならなかった病気のことを無視することはできない.肺結核に櫂患して絶えず

死の影に脅かきれていたセーデルグランカH固人的な生のあり方を憂悶する過程におい

て発した心の叫ぴ,それ力靖寺作の原点になっていることは疑う余地がない.死によっ

て限界がもたらきれようとしている運命から,いかに自分自身を解放できるか,とい

う問いを凝視したとき,セーデルグランは逆に死にみずから突き進んでいくこと,混

沌とした闇のなかに,そして絶望の淵に向かうことによって,ふたたぴ運命を奮い立

たせたのではないかと思うのである.彼女は1909年,結核の宣告を受けてから1914年

まで5年問におよふ国内外のサナトリウムで療養生活を過ごしてきたにもかかわらず,

結果としてその病は完治することなくライヴォラに帰郷する.1914年には第一次世界

大戦が勃発し,翌年セーデルグランはふたたぴ病状の悪化によりサナトリウムへの再

入院を主治医から強く勧めらる.死はセーデルグランの目前にあった.しかし,彼女

はサナトリウムへは二度と戻らなかった

セーデルグランの人生の選択は,死を凝視することから生まれる言葉を詩牝するこ

とだった.その詩の言葉とは,まきに無に向かってみずからを空にしたときに創造き

れた生命の発露だった

V .むすぴ

さて,序の問題提起に戻らねばならない.セーデルグランの詩が北欧モダニズムの

先駆けと称きれていることの真義に対する問いかけである

まず,我々はモダニズム,すなわち 19世紀末から20世紀の20年代にかけて活発に展

開された芸術的モダニズム運動をどのように定義づけるべきなのかを明らかにしてお

きたい.『モダニズムの詩学』という本の「イントロダクシ"ン」のなかで,丹治

a992.5)はモダニズムが「過渡期」であるという捉え方をする

たしかにモダニズムは過渡期であろう.しかも直線的な進歩の途上にあると

いう意味での過渡期ではなく,ひとつの秩序が解体され,そのかわりに新し

い秩序が創造きれつつあるという,歴史の断絶の感覚をともなった過渡期,
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したがって不安と希望の双方にいろどられた,多少とも黙示録的な転形期と

しての過渡期である

言い換えれば,モダニズムとは,歴史から隔絶きれたところに起こる,闇と光の円環

運動ということになる.しかしそれだけでは十分ではない.なぜならば,そのような

円環運動は他の時代の過渡期,例えば「死」を象徴する中世から「再生」を果たし九

ルネサンスにも当てはまるからである.ではモダニズムを他の時代の円環運動と区別

するものとは何なのであろうか.再度,丹治は解体と創造の弁証法的関係を明らかに

示すべく,イギリス・モダニズム文学の作品の引用を通して,次のように結論づける

(丹治 1992.14-15)

結論としていえばモダニズムは,「ディークリエーシ"ン」(解体)と「リーク

り工ーシ"ン」(再創造)の過程が共存しながら相互に反復しあい,「柔らか

い」カオスへの傾向を見せながらたえず前衛的に<形>を変貌きせつづける過

渡期の文化的現象として定義することができる.[中略]ヴァージニア・ウル

フが創造した人物のひとりは,「美が美しくありつづけるためには,日々壊き

れなければならない」(『波』)と語っているが,その言葉はモダニズムの前衛

性を典型的なかたちで表現してぃる

この結論に則って,セーデルグランのテクストを読み解いてぃくと,まきにこのモダ

ニズムの過渡期的本質をあらわすものとして,解体と再創造の弁証法的円環が見いだ

される.セーデルグランにとって過渡期とは,不治の病の宣告を受けた日牝すでに始

まっていたに違いない.処女詩集『詩集』は,闇と光の過程がたえず交代し,また照

応しあう,まさにその混沌たる状況から創造きれたものである.そして,次の詩集

『九月のたて琴』( seつte勿beア1yアα九,1918)はこの傾向を維持しっつ,さらに前衛的

に形を変貌きせつづけてぃくのである
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Ord, der skabeS 山der oP1φSnin目

Edith S6dergran og modernismen

Jag S含且 ett tr谷d som

Och h註n8de fU11t av

jag seg en stor kyrka

Och aⅡa som kommo ut

Och f五rdi目a att d6;

jag S会g en kvinna som leende

Iyckakastade tarning Om sln

Och S五g att hon f6rlorade.

Uta Tarlabe

det fφr$te digt " Jaa S会g ett tr五d "." i Edith S6der目ransLinJerne her er

debutsamling Diたte?、. Dette diat best五r af to store dele. Den ene inde-

holder tre separate bi11eder, der hentyder til tre forskelHge m五der at leve

de to sidste vers, der st会r adskilte fra resten af dietet,Pら. Den anden er

hvor digteren afslutter m ed at antyde rinaens indvirkninE P含 den livsform ,
^.

Selv har skabt. se]v om digteren n記Ppe kunne have forudset sin eJen-Jag

d om m eliae tankevan d rina via sch openhau er, Nietzsch e oa stein er frem til en

gentagelse af sin barndoms kristendom, antyder dette digt, hvad der senere

bar vist sig at V記re n0目le af de vigtigste og mest karakteristjske tr記k i

hele forfatterskabet.

gennemg急ende bi11ederMin hovedhensigt med denne artikel at analysereer

i S6dergrans tidlige diate henbHk P会med S記rligt hendes debutsamling

Di元te?、.

Analysen ta宮er afS記t i det ovenst会ende digt, hvor jeg i kap. 11 frem1碕g-

ger forske11ige livsformer, de enkelte bi11eder sym boHserer. 1 kap. 111 dis -
''

kuterer Jea eros -problematikken, der fφres videre i de fφlgende diate. 1

de tidli三e di8te beskrives eros P五 den ene side som lysten og trangen til

hengivelse til manden, og P厶 den anden side som V記kkelsen af en Sφ StersoH-

daritet. en troskab mod sit eget kφn. Det lyriske Jeg vandrer i denne mod -

Sigende erotiske verden. Men til sidst st記n宮es inde og 1記nkes til siteros

eget kφn. problematikken r記kker langt ud over det feministiske. Den er ek-

Sistentiel, Det lyriske subJekt V記lger Sら ensomheden i sit lukkede rum og
^ ,,

digtet "Livet"frasiger sig det kropslige 08 bliver sin egen fらnRe Som

rφber. 1 kap. 1V prφVer Jeg at belyse digtenes mest gennemg含ende bi11ede
,,■

kretsen, ringen der definerer Jeaets verden. Den yderste kant af ringen
"

er den afgφrende gr記nse til omverdenen. Det lyri$ke Jeg er som n記Vnt Sln

egen f含nae og lukker sig om sig selv. Men i S6der宮rans diRtnin武 har ensom -

heden dobbelt betydnina som P五 en gang et brud med omverden og et forSφg P五

at skabe en ny. Der fremvises netop en beV記gelse, der eer indad og igen

Udad. 1 det sidste kapitel konkluderer Jeg, hvad det m odernistiske betyder i

S6 derarans digte.

Resume

En

den

Var st6rre 五Π a11a andra

0含tkomliga kottar;

med 6Ppna d6rrar

Voro bleka och starka

dessa tinRkre ts

Ingen
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